ファミリーマートカップ

第３７回　全日本バレーボール小学生大会（平成２９年度）


静岡県大会　開催要項
主　　　　　催　　公益財団法人　日本バレーボール協会／日本小学生バレーボール連盟／
　　　　　　　　　読売新聞社
後　　　　　援　　公益財団法人　日本体育協会日本スポーツ少年団／報知新聞社／
静岡県教育委員会／公益財団法人静岡県体育協会静岡県スポーツ少年団
特別協賛　　株式会社ファミリーマート

協　　　　　賛　　株式会社デサント

ｵﾌｨｼｬﾙﾎﾞｰﾙ　　株式会社モルテン／株式会社ミカサ
主　　　　　管　　一般社団法人静岡県バレーボール協会／静岡県小学生バレーボール連盟
静岡県西部小学生バレーボール連盟
大会の主旨　　(1) 教育的配慮のもとバレーボールを通じて全国児童の親睦と交流を図る。
(2) バレーボールによる小学生の体力向上とたくましい意欲の養成に努める。
(3) 小学生から正しいバレーボールの基礎技術とチームプレーを体得し、
楽しいゲームができるように指導する。

１　開催期日　　第１日目　平成２９年６月１８日（日） 受　 　付　8時15分
選手会場入場　8時30分　　代表者会議　8時35分
開会式(予定） 8時50分　　試合開始　9時30分 (予定)

第２日目　平成２９年６月２５日（日） 受　 　付　8時15分
選手会場入場　8時30分　　開　始　式　9時00分

試合開始　　　9時30分　　決　　　勝　13時30分（予定）
２　会　　　場　　第１日目　森町総合体育館森アリーナ（開会式会場）　TEL　0538-85-4191
〒437-0215　周智郡森町森９２－８
静岡県立遠江総合高等学校体育館　TEL　0538-85-6000
〒437-0215　周智郡森町森２０８５
（直接の連絡はご遠慮ください）
豊田合成森町工場体育館　TEL　0538-85-2165
〒437-0213　周智郡森町睦実１３１０－１２８
（直接の連絡はご遠慮ください）
第２日目　菊川市民総合体育館　　TEL　0537-73-5600
〒437-1507　菊川市赤土１０７０
３　参加資格　　(1)　平成２９年４月１日に１２歳未満の者で、同年、５月１日現在、国、公、私立の小学校および各種学校に在学していること。

(2)　公益財団法人　日本バレーボール協会加盟団体登録規定にもとづき、静岡県地区大会参加申込締切日までに、ＪＶＡ－ＭＲＳの登録を済ませていること。

４　出場チーム数  
	
	東部
	中部
	西部

	男子(１２チーム)
	４チーム
	４チーム
	４チーム

	女子(３２チーム)
	１１チーム
	１０チーム
	１１チーム

	男女混合
	２チーム
	２チーム
	２チーム


５　競技規則　　平成２９年度　公益財団法人日本バレーボール協会の定める６人制競技規則に　よる。
但し、別に定める小学生バレーボール・フリーポジション制を用いる。
６　競技方法　　(1)　男子の部及び女子の部についてはトーナメント方式とし、東海大会出場　決定戦を行う。
(2)　男女混合については、トーナメント方式で行う。
７　チーム編成　　(1)　監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、選手は１２名以内とする。
(2)　選手の背番号およびベンチスタッフの変更がある場合、所定の用紙にて代表者会議開始前までに競技委員長まで申し出ること。
(3)　監督は成人であること。また、ベンチスタッフの１名以上は、公益財団法人日本バレーボール協会／日本小学生バレーボール連盟共催の全国小学生バレーボール指導者二次講習会以上の受講証を所持しているか、公益財団法人日本体育協会認定バレーボールの指導員・上級指導員・コーチ・上級コーチの資格を有し、ともに証明証を試合時には胸に下げていなければならない。
(4)　ベンチスタッフは、ＪＶＡ－ＭＲＳに登録され、且つ、宣誓書に署名押捺したものに限る。
(5)　成人ベンチスタッフは、日常子供たちの健全育成を目指して指導にあたっていると静岡県小学生バレーボール連盟が認めた者であること。体罰、暴力、暴言、セクシャルハラスメント等、子どもを指導するものとして不適切な行為を行っている者の出場は認めない。
(6)　チームは、平成２９年度・審判伝達講習会を受講した審判担当者を用意すること。
(7)　県大会に出場するチームは、監督、コーチ、マネージャーは二重登録とならない限り変更できるが、選手については、地区大会と同じでなければならない。選手は、病気やけがなど特別な事情がない限り、交代はできない。
ただし、地区大会に１１名以内で出場した場合は、１２名に満たない人数のみ補充する事ができる。（特別な交代、補充は同一団体に登録されている選手に限る。）
(8)　男女混合チームは、母体となる団体(同一団体）の男子チームと女子チームのメンバーから編成されなければならない。但し、男子及び女子のチームとして単独ではできない（男女それぞれが６人未満）場合は、この限りではない。
(9)　コート内には、男子及び女子が常に１人以上であれば、男女混合チームとして編成することができる。（男女比は問わない）
８　使　用　球　　(1)　公益財団法人　日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号球カラーボール「モルテンボール(V4M5000-L) ／ミカサボール(MVA500)」（円周62～64cm、重量200～220ｇ）を使用する。
※　ボールの内気圧については６人制競技規則に準ずる。
(2)　男子及び混合の部はモルテン、女子の部はミカサとする。
９　競技服装　　(1)　選手の背番号は，１～９９番とするが、１～１２番が望ましい。
(2)　監督、コーチ、マネージャーは、Ｔシャツ・短パンを不可とし、チームで統一した服装であること。
監督、コーチ、マネージャー章をチーム側で用意し、必ず左胸に付けること。
10　参　加　料    １日目；１チーム　４,０００円 （大会当日納付）
２日目；１チーム　４,０００円 （　同　上　　）
11　申込方法    別紙「大会申込書類の提出について」に従い、申込期限までに指定された送付先に期限厳守で送付する。
　　　　◆問い合わせ先（事務局）
	役職
	氏名
	住所／Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	電話番号
	ＦＡＸ

	委員長
	秋山　篤司
	〒４３４－００３３
浜松市浜北区西美薗２０８５－１
asct-akiyama@kzh.biglobe.ne.jp
	053-585-3714
090-7026-9865
	053-585-3714

	事務局長
	村松　章
	〒４２５－００６５

焼津市惣右衛門２４３

muramatu.akira@camel.plala.or.jp
	054-624-6562
090-1414-3170
	054-624-6562


12　申込締切日　　平成２９年６月１日（木） 必着
13　代表者会議　　平成２９年６月１８日（日）午前８時３５分より開会式会場の会議室において　行う。各チームの代表者は必ず出席する。
14　組　合　せ　　主管者側で責任をもって決定する。
15　開　会　式　　平成２９年６月１８日（日）代表者会議が終了し次第、会場にて行う。出場チームは統一されたユニフォームで全員参加する。
なお、混合の部は組み合わせにより２日目のみの大会になる場合がありますが、１日目の開会式に参加してくださるようお願いします。
16　表   彰 ・　　(1)　男子・女子・男女混合各１位チームから３位チームを表彰する。
閉  会  式　　(2)　大会本部表彰状・県協会表彰状・トロフィー・記念ボール・個人メダル・
個人賞状等を授与する。
(3)　表彰該当チームは統一された服装で全員参加する。
17　全国大会・　　男子・女子・男女混合１位のチームを全国大会出場チーム、男子・女子各２位及

東海大会　　　び東海大会出場決定戦勝利チームを東海小学生大会出場チームとし、一般社団法
への推薦　　　人静岡県バレーボール協会会長の推薦したチームとする。
18　昼食弁当　　大会におけるベンチスタッフ・選手の昼食は、特別協賛のファミリーマート弁当を利用すること。
19　そ　の　他　　(1)　モッパーの配置は行わない。コートワイピングは，各チーム、小タオル等を準備し，選手が行う。
(2)　練習コート、練習時間を設定する。係の指示に従って練習する。
(3)　各チームは、事前に傷害保険等に加入し、健康保険証を持参する。
(4)　選手は、事前に健康診断を受ける。監督は、選手の健康状態について把握し、体調不良者がいる場合は良心的な判断に基づき対応する。
(5)　競技中の負傷については、応急処置並びに救急車の手配と病院への連絡までの手配は行います。
(6)　ビデオ撮影を希望する方は、当日受付で「ビデオ撮影許可申請書」を　提出してください。「ビデオ撮影許可証」を発行いたします。
※「ビデオ撮影許可申請書」は県小連ホームページに掲載してあります。

(7)　駐車場は、案内表示および役員の指示に従ってください。
今年の大会テーマは
「今、心ひとつに　全力のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(とき),瞬間)！」です。
Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ Ｖｏｌｌｅｙｂａｌｌ　ＳＩＮＣＥ１９７９

	Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ ＶＢＣ　育てよう小学生バレーボーラー
・　夢や目標を持ち、ねばり強く努力する子ども
・　バレーボールを通して、スポーツマンシップを身につけた心豊かな子ども
・　感謝の心を大切にし、仲間と協力して活動する子ども

Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ ＶＢＣ　指導者の姿勢
・　バレーボールの楽しさを教え、夢や希望をもたせる指導者
・　子供たち一人一人を大切にして、人間力のある子どもを育てる指導者
・　常に学び続け、子どもや保護者、地域から信頼される指導者


